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Ａ児は、気心のしれた友達には強気で接するが、教師やクラスの友達が一緒にいると黙っ
て様子を伺っている。朝の身支度の時、教師の様子を伺いながら「次これだつけ？」などと
１つ１つの作業を確認してから動き始めることも多い。教師が「○○だよ」と答えると、「え
っ、えっ」「これ？」などと何度も繰り返し教師に聞き返したり、確かめたりする。やること
は分かっているが、自信がない様子が見られる。また、うまくいかない状況や思い通りにな
らない状況になると、他人のせいにしてその場を離れたり、ごまかそうとしたりすることが
多い。
以上のような姿が気になっている。Ａ児には、自信をもって園生活を送ることができるよ
うになると共に、自分の思いや考えを教師や友達に表現することができるようになってほし
い。
事例１「・・・・」 ６月１４日（木）
⑳弁当の時である。グループ毎に机に座り弁当を食べていた。
すると、Ｈ児の怒ったような大きな声が聞こえてきた。様子
を見ると、Ａ児とＭ児がＨ児に対して何かを言っているが、
何を言っているのかわからなかったので、そばに行って話を
聞くことにした。
教師がそばに行くと、Ｈ児は「やめろ」などと二人に怒づ
四回
って訴えていた。しかし、思いが
伝わらない様子だった｡Ａ児とＭ児は教師の様子を伺いながら、こそこそ二人で話をしたり、
もじもじとくっついたりしている。Ａ児とＭ児が話している時に、Ｈ児が加わりたいと思い
声をかけた。しかしＡ児とＭ児はＨ児を仲間に入れないようにしていた。そこで初めに、怒
っているＨ児に声をかけた。
教師
Ｈ児
｢Ｈ児君は、どうして怒っているの？」
｢だって.・・・しゃべるなって・・・」（怒りながらぶつぶつと話す）
教師はＡ児が気になっていたので、Ａ児がどのような行動をとるか確認したいと考えた。
そこで、教師は困った表`清のまま、Ｈ児とＡ児とＭ児の顔を交互に見ながら黙ってそばに座
っていた。Ｈ児は「やめろ」とＡ児とＭ児を叩こうとしたが、教師はその手を止めた。Ｈ児
は今にも泣き出しそうな表`情で、話し始めた。
－２１－
机
Ｈ児
Ｂ児
｢(Ａ児とＭ児を指さしながら）もうしゃべるなって言うもん」
｢Ａ児ちゃんとＭ児ちゃんがＨ児君にしゃべるなって言ったの？」
Ｈ児
教師
Ｈ児は黙って頷いた。
教師「Ｈ児君は“しゃべるな,,って言われて嫌だったんだ」
Ｈ児は黙って頷いた。表情は少し落ち着いたように見えた。一方、Ａ児とＭ児は教師が加
わったことで、困ったというような表情を時折見せるが、二人でニヤニヤしたり、こそこそ
と言葉を交わしたりしていた。
｢Ａ児ちゃん、Ｍ児ちゃん。Ｈ児君にしゃべるなって言ったの？」
「・・・・・」
｢だって一、Ｈ児君、うるさかったもん」
｢う－，（困った表情で３人の顔を見た。その後、Ａ児とＭ児にむかって）Ｈ児
君、“しゃべるなって'，言われてすごく嫌だったんだよ」
｢Ａ児ちゃんも言ったよ」
｢Ａ児ちゃんもしゃべるなって言ったの？」
「・・・・・」
｢言ったよ」
｢分かったよ。でも、Ａ児ちゃんに聞いてみるね。Ａ児ちゃんは言ったの？」
「・・・・・」
｢言ったよ」
「・・・・」
教師
Ａ児
Ｍ児
教師
児
師
児
児
師
児
児
児
Ｍ
教
Ａ
Ｍ
教
Ａ
Ｈ
Ａ
Ａ児は、もじもじとしながら、教師の顔を見たり、Ｍ児に助けを求めるように顔を見たり、
くっついたりし始めた。Ａ児は何も言えず、困った表`情になった。そこでもう一度Ａ児に尋
ねると、頷いた。
教師 ｢Ｈ児君、Ａ児ちゃんとＭ児ちゃんが“しゃべるなって,,言ったから怒ってい
たんだね。（Ｈ児は頷いた）Ｍ児ちゃんとＡ児ちゃんは二人でＨ児君に“しゃ
べるなって，，言ったんだね」
Ａ児とＭ児は二人で一度顔を見合わせた後、頷いた。
－２２－
（１）Ａ児の自己表現のあり方
Ｏ自分の思いを言葉に出すことができない表現
Ａ児は教師の見ていないところで、友達に対して言葉を発している。この事例でも、Ｍ児
やＨ児に対して言葉をかけている。しかし、教師に対して言葉をかけたり、かかわったりす
る姿は見ることができなかった。Ｈ児に対して嫌なことを言った事実を、教師に対してどの
ように話せばいいのかわからず、黙ったまま、教師の様子や友達の様子を伺っていたと考え
られる。
（２）Ａ児の社会的側面の学んだこと
○友達（Ｈ児）に嫌なことを言うと怒るということ
Ａ児はＭ児、Ｈ児、Ｂ児と同じ生活グループである。これまでも、グループで活動するこ
とを繰り返してきた。弁当時間もグループ毎に机を運び一緒に食べてきた。同じグループに
なったことをきっかけに、Ａ児はこれまでかかわりがなかったＨ児やＭ児やＢ児とかかわ
るようになった。この事例でも、Ｍ児と一緒にＨ児に対して同じ言葉を発している。Ａ児に
とって、友達と一緒に言葉を発することは楽しいことだった。しかし、そのことでＨ児が怒
ってしまい、どう対処して良いかわからずにいた。
Ｏ教師がかかわってきて困った気持ち
Ａ児はこれまで、トラブルになるとその場を離れたり、困った表情のまま黙って見ている
ことが多かった。しかしこの事例では、弁当の時間に起きたトラブルであった為、その場を
すぐに離れることができなかった。また、教師がかかわってきたことで、ますますどうして
いいかわからない状況になっていった。Ｍ児とくっついたり、コソコソ話したりすることか
らも、困っていることがわかる。
（３）今後に向けて
・これまでもＨ児とＡ児、Ｍ児との間にトラブルがあった。Ａ児とＭ児が、Ｈ児に怒るよ
うなことを言ったり、態度を示したりするため起きていた。Ｈ児は自分の気持ちを言葉で
伝えることができず、手をあげることが多い。しかしこの曰、教師がそばで見ていたこと
もあるが、自分で叩くことをがまんすることができたことを嬉しく思った。引き続き３人
の関係を探っていきたい。
．Ａ児､Ｍ児､Ｈ児は自分の思いを言葉で発することがほとんどない幼児らである｡その為、
どこまで、どのように事実を確認したらいいか、悩みながら過ごしてきた。この事例では
Ａ児に言葉を発してほしいという思いを強くもちすぎてしまった。さらに、言ったか言わ
ないかにこだわり過ぎてしまった。その為、お互いの思いを聞く言葉をかけることができ
なかった｡一人一人の言い分や思いを引き出すことができるような援助を探っていきたい。
－２３－
７月６日（金）事例２「う－ん、はやく１」
牛乳タイムの準備をしている時のことである｡本日の牛乳当番はオレンジグループ(Ａ児、
Ｈ児、Ｂ児、Ｍ児）であったが、Ｂ児、Ｍ児がお休みの為、Ａ児、Ｈ児の二人で活動しはじ
めた。しかし、二人がなかなか戻ってこないので、様子を見に行った。
二人は廊下をうろうろしていた。二人が、どのように牛乳当番に取り組むか様子を知りた
いと思い、しばらく様子を見ることにした。最初にＡ児が教師の姿に気がついた。
教師「Ａ児ちゃん、牛乳まだかな？」
Ａ児は困ったような表`情になり、Ｈ児の手を引っ張った。
「う－ん、早く」（Ｈ児の手をつついた）
「・・・・・」（動こうとしない）
「Ｈ児君、Ａ児ちゃん。牛乳がくるの、みんなが待ってるよ」
「ね－、早くして」（目線を時折教師に向けながらＨ児の体を職員室の方に押した）
「・・・・」（動かない）
｢Ｈ児君、Ａ児ちゃん、先生のお部屋で「失礼します」っていって、お話しして
ごらん」
朋朋綱朋朋緬
牛乳当番は職員室の中にいる教師に「失礼します。○○組です。牛乳をとりに来ました。
お休みは○人です。○○個持っていきます」と伝え、かごに牛乳を入れて保育室に運ぶこと
になっている。しかし、Ａ児とＨ児はどちらも自分から職員室の扉を開けることができず、
職員室前の廊下を行ったり来たりしていた。そこへやってきたＲ教師に促されて職員室のド
アの前に行った。Ｒ教師にドアを開けてもらい、二人はドアの所に立った。Ａ児が小さな声
で「・・・さくら組です・・・」と言った。その後の言葉が続かなかったので、Ｒ教師に話
す言葉を教えてもらい、その言葉を真似て「・・・牛乳をとりに来ました・・・」「・・・お
休みは・・・３人です・・・」と、一言一言かみしめながら、小さな声ではあったが話すこ
とが出来た。
－２４－
（１）Ａ児の自己表現のあり方
○自分の思いを言葉で伝えることができない表現
グループ活動を繰り返し行ってきたこともあり、Ｈ児に対して自分から声をかけることが
できるようになった。しかし、自分のしてほしいと思っていることを言葉にして伝えること
ができず、引っ張ったり押したりすることで表している。牛乳当番だから牛乳を運ばなけれ
ばいけないと思っているが、その思いをＨ児に対してどのように伝えればいいかわからなか
った。そのため「早く」という言葉でしか伝えることができなかった。
Ｏ最初の一言がでない表現
牛乳当番の仕事をする為に職員室前まで行くことができたが、職員室の中にいる教師にか
かわる為の最初の一言が言えないでいた。そこで、同じ活動をしているＨ児にその場を何と
かしてもらおうと、頼っていることがわかる。Ａ児は言わなければいけない言葉ややらなけ
ればいけないことがわかっていても、自分から相手に最初の一言を伝えることができないで
いることが見えてきた。
Ｏ教師の言葉を真似て同じ言葉で話す表現
牛乳当番では毎回決まった言葉を職員室にいる教師に伝えている。Ａ児もこれまで数回活
動してきた。しかしこれまでは、Ｂ児やＭ児が率先して言葉を発していたため、Ａ児が最初
に言葉を発しなくても仕事を進めることができた。しかし、この曰はＭ児とＢ児が休みだっ
たことからＡ児らが自分達で言葉を発しなければいけない状況となった。Ａ児は自分から声
を出すことができなかったが、Ｒ教師に促されると、Ｒ教師の言葉を真似て同じ言葉で相手
に話すことはできた。
（２）Ａ児の社会的側面の学んだこと
○友達（Ｈ児）は思うようにしてくれないこと
Ａ児は牛乳当番という仕事をＨ児にも一緒にやってほしいと思っていた。しかし、Ｈ児に
Ａ児の思いは伝わらず、Ｈ児はＡ児が思うようには行動してくれなかった。その為、Ａ児は
自分が思うようにＨ児はやってくれないことを感じることができた。Ａ児にとっては嫌な思
いであるが、友達とかかわり合う為には大切な経験であったと考える。
（３）今後に向けて
．Ａ児が自分からＨ児に対して声をかけたり、やってほしいことを促したりする姿をみるこ
とができて嬉しく思っている。今後も引き続きＨ児との関係を探っていきたい。
・教師に促され、教師の言葉と同じ言葉を発することはできることがわかった。今後、Ａ児
が自分の言葉で話すことが出来ることを願い、Ａ児にとってどのような言葉が必要なのか
を探りながらかかわっていきたい。
－２５－
１０月２９日（月）事例３「わかった。ここに入ったら、１０点とかしたら」
Ａ児とＥ児は教師と一緒に約1.5ﾒｰﾄﾙ四方のダンボール板を斜めに固定し、どんぐりを転
がして遊び始めた。数日前、月刊誌の付録についていた「ドングリ迷路』をつくり、一人一
人がスタートからゴールまでどんぐりを転がすゲームを楽しんだ。そのこともあり、すぐに
「ドングリ迷路』と名前がついた。
教師「先生いいこと考えた。ここに穴をあけたら
おもしろいんじゃない？」
ｌＯＯ
ｏ
実際に教師が穴をあけ、その穴の下にプリンカップを
つけた。その穴の中に入ったドングリがプリンカップの
中に落ちるようにした。
●●G●●■白□■●●●｡
○
教師「プリンカップをつけたら、カップの中に入るよ」
と、実際に穴に落としてみた。ドングリが落ちるとカタンと音がした。その様子を見てい
たＥ児とＡ児は声を出して笑った。Ｅ児は、スタート地点にトンネルをつけていたが、教師
のそばに来てダンボールを指差しながら言った。
Ｅ児「ここも、ここもあけたらいいんじゃない？」
教師「そうだね。あけようか」
Ｅ児「先生、あけて。Ｅ児、トンネルつけるから」
教師「わかったよ。任せて」
Ｅ児と教師の会話をそばで聞いていたＡ児が教師に声をかけてきた。
｢(また違う場所を指差して）ここにもあけたら？」
｢そうだね。そこにもあけたらおもしろいね」
Ａ児
教師
教師が再びダンボールに穴をあけ始めた。Ａ児は自分で何をしたらいいか見つけられず、
教師とＥ児の様子を見ていた。そのうち、Ａ児は教師が準備していた箱やカップなどを見な
がら、小さな声で「これ何かな・・・」「どこにつけようかな・・・」「これ、どうしようか
な・・・」と教師の反応を期待するようにつぶやいていた。
－２６－
教師「Ａ児ちゃん。箱とかカップとか、Ａ児ちゃんの好きな所につけていいんだよ」
Ａ児は気恥ずかしいような、困ったよう表情で、体を<ねらせながら「ここにつけてみる」
と、小さな声で言った。Ａ児は箱やカップをいろいろな場所にガムテープで貼り始めた。
教師「また、いいこと考えちゃった。（トイレットパーパーの芯でトンネルをつくって）
この中を通ったらいいことにしない？」
Ｅ児「え～っ、どうなるの？」
Ａ児「わかった。ここ（教師が持っていたトイレットペーパー）に入ったら１０点とか、
したら」
教師「いい考えだね。そうしよう」
Ａ児は製作コーナーからトイレットペーパーの芯とマジックを持ってきた。そしてトイレ
ットペーパーの芯をダンボールにはった。その後教師があけた穴や、自分達でつけたカップ
や箱のそばに「ここにも書いちゃった」などと、点数を書き始めた。次第にＡ児の声が大き
くなり、
Ａ児「先生。（自分が書いた点数を順におさえて）３０点、５０点、１００点。（少し興奮気
味に）ここも、ここも、たくさ～ん、書いた」
教師が「いっぱいかいたね－」と笑いながら言うと、Ａ児も声を出して笑った。
（１）Ａ児の自己表現のあり方
Ｏ教師の評価を気にしている表現
Ａ児は「これ何かな・・・」「どこにつけようかな・・・」「これ、どうしようかな・・・」
と、一緒に遊んでみたい気持ちがあっても行動に移したり、素直に声に出して尋ねたりする
ことがなかなか出来ないでいる｡教師に聞こえるように声を出し､教師の反応を伺っている。
また、Ａ児の「ここにもあけたら」の言葉から、Ａ児は心の中に思いや考えなどを持ってい
ることが伺える。しかし、自分で行動するよりも先に、まずは教師がどのような反応を示す
か確認している。Ａ児は、自分が話したり、行動したりすることを教師がどう思うのか、ど
んな反応を示すのかと考え、教師の評価を気にしながら生活していることが見えてきた。
－２７－
○楽しさを共有する表現
これまで、Ａ児が自分から教師に思いを伝える姿をほとんどみることができなかった。こ
の事例でＡ児は、Ｅ児の「どうなるの？」という言葉を聞いて、「わかった」と自分から声を
あげた。これまで教師とＥ児との会話や教師の行動から、自分なりに考えていたことを言葉
で伝えることができた。教師に自分の考えを「いい考えだね」と認められ、「そうしよう」と
一緒につくっていくことで自信をもつことができた。教師や友達と同じ場で同じものをつく
ることで教師が身近な存在となり「先生」と自分から呼びかけることができた。それと同時
に、自分のアイディアが形となってどんぐり迷路の中に位置付いていくことを楽しんでいた。
（２）Ａ児の社会的側面の学んだこと
○教師に自分の考えを受け入れてもらえる安心感
Ａ児の誰に言うでもない言葉に対して､これまで教師は｢もう一度教えて」「もうちょっと、
ボリュームアップで」など、自分の言葉で伝えてほしい気持ちが強すぎて、すぐに認めたり、
返事をしたりすることが少なかった。そこで、この事例ではＡ児の思いを必要以上に言葉に
させるのではなく、Ａ児の気持ちを汲み取り、Ａ児の思いを受け止めることにした。Ａ児は
初め、教師や友達の様子を伺っていたが、次第に表情が穏やかになり、自分の思いを言葉に
して教師や友達に伝えることができた。Ａ児は、教師に自分の思いや考えを受け入れてもら
えたことで、安心して遊びの場に参加することができたと考える。
○教師や友達と一緒に遊ぶ楽しさ
ドングリ迷路づくりは目的がはっきりしていたため、Ａ児にとってわかりやすい遊びであ
った。また、Ａ児にとって気心のしれたＥ児が側にいたことから、安心して参加することが
できる場であった。その為、最初はなかなか自分の気持ちを表現することが出来なかった。
しかし、次第に自分のやりたいことを見つけて、遊びの場に参加することができた。教師の
言葉に応答しながらどんぐり迷路づくりをするＥ児の姿をモデルに、Ａ児自身も教師や友達
と一緒にどんぐり迷路づくりを楽しむことができたと考える。
（Ｓ）今後に向けて
自分の気持ちや思いを教師に自分の言葉で伝える
姿を今後も引き続き認めていく。また、Ｅ児など気
心しれた友達とのかかわりを元に、他の友達にも自
分の言葉で声をかけたり、思いや気持ちを伝えよう
としたりすることが出来るように願っている。その
為にもＡ児自身が夢中になれる遊びを探っていく。
－２８－
事例４「遅出しダメやよ」 １１月２６日（月）
クラスみんなで「貨物列車：ジャンケンゲーム」をすることになった。これまでも、数回
クラスみんなで遊んだことがあり、ほとんどの幼児がルールを理解していた。
教師がピアノを弾き始めると、「ワーッ」「キヤー」などと声をあげ、多くの幼児が立ち上
がり、歌いながら、歩き始めた。心積もうよ荷物ガッシヤンルと、歌が終わると、歩いて
いたほとんどの幼児らが二人組になって座った。その間、Ａ児、Ｃ児は自分の椅子に座り、
友達の様子を見ていた。そこで、一度音楽を止め、幼児らに声をかけた。
教師
Ｄ児
教師
｢ジャンケンする友達は見つかった？」
｢まだ」
｢ここにも－人の人（Ｆ児）がいたよ。Ｄ児君とＦ児君をガッチャン」
Ｄ児とＦ児は二人で手をつないで座った。
教師「後は・・・この列車（Ａ児）とこの列車（Ｃ児）もガッチャン」
教師は椅子に座っている二人の手を取り、向かい合わせ二人の手をつながせた｡Ｃ児は「え
－つ」と声をあげた。Ａ児は戸惑った表情になった。しかし、二人は抵抗することなくその
場に座った。その後､Ａ児とＣ児も教師のピアノに合わせてジヤンケンをした｡Ａ児が勝ち、
Ａ児の後ろにＣ児がつながった。教師がまたピアノを弾き始めると、幼児らは歌を歌いなが
ら動き始めた。Ａ児、Ｃ児も一緒に動き始めた。ピアノが終わると、Ａ児とＨ児が向かい合
わせに座った。そしてピアノの合図で二人はジヤンケンをした。
｢遅出しダメやよ」
｢・・・・」（ニヤッとした）
児
児
Ａ
Ｈ
二人は顔を見合わせていた。二人はもう一度ジャンケンをした。
｢もう、Ｈ児君、遅出ししたらダメ。ずるいよ」
｢・・・・」（少し困った表情を見せた後、Ａ児の顔を見てほほえんだ）
児
児
Ａ
Ｈ
Ａ児が「ジヤンケンポン」と声をかけると、その声に合わせてＨ児もジャンケンをした。
しかしＨ児は負けたくないためどうしても遅出しになってしまうようだった。
－２９－
Ａ児「う－ん」（困った表情で教師を見た）
教師も困った表情でＡ児を見た。その様子を見て、
｢Ｈ児君、ちゃんと出してよ」
｢遅出ししたらダメやって」
｢・・・・」（Ａ児の顔を見ていた）
児
児
児
Ｃ
Ｏ
Ｈ
もう一度Ａ児のかけ声でジャンケンをするが、勝敗を決めることができなかった。そこで
教師は特に言葉をかけることなく、二人の腕を持ち一緒にジヤンケンをした。１度目はやは
りＨ児の遅出しになった。Ａ児が「ジヤンケンポン」と声をかけ、２度目のジヤンケンをし
た。Ｈ児はジャンケンをすることができなかった。
Ａ児「(Ｈ児君）ちゃんと出して」
３度目で、やっと二人のタイミングが合い、ジヤンケンをすることができた。Ｈ児が勝っ
た。Ａ児も納得し、Ｈ児の後ろにつながった。その後、最後までゲームを楽しんだ。
（１）Ａ児の自己表現のあり方
Ｏ不安や心配な気持ちの表現
Ａ児は自分から遊びやゲームにすぐに参加しようとしない幼児である。しかし「貨物列車』
はこれまでに何度がやったことがあるゲームであり、その時には一緒に楽しんでいた為、教
師はすぐに加わるだろうと予想していた。ところが、Ａ児は椅子に座ったまま友達の様子を
見ていた。この日は、いつもＡ児を誘うＥ児が休みだったこともあり、自分からクラスの友
達が動き回っているサークルの中に加わるタイミングを見つけることができなかったと考え
られる。
○ルールを尊重する表現
進級当初からＡ児とＨ児は同じ生活グループであったため、一緒に活動することも多かっ
た。しかしこれまでのＡ児はＨ児に自分の思っていることを伝えることができずに教師に助
けを求めに来ていた。この事例でＡ児は、Ｈ児に「遅出しダメやよ」と自分の言葉で伝える
ことができた。Ａ児にとって『ジヤンケン列車』はこれまでに何度も繰り返しやってきたゲ
ームであり､ルールが明確な遊びであった。その為、Ａ児はルールに自信をもって取り組む
ことができた。Ａ児自身もルールを尊重して取り組んでいるからこそ、Ｈ児にも同じように
－３０－
ルールを尊重してほしいと思い、Ｈ児に対してはっきりと自分の思いを伝えることができた
と考える。
（２）Ａ児の社会的側面の学び
Ｏ友達と一緒にゲームをして遊ぶ楽しさ
Ａ児は自分からすぐゲームに加わることができずにいたが、教師に手をひかれ、Ｃ児とペ
アにさせられたことで、ゲームに参加することができた。Ａ児は遊びに取りかかる時には戸
惑いを見せるが、一度ゲームに参加すると最後まで楽しむことができる。友達と一緒に活動
することでゲームの楽しさを感じていった。
Ｏ友達は困っている時助けてくれるということ
ルールのある遊びの中では、ルールを守ってほしいと自分の言葉で伝えることができた。Ａ
児自身、ルールを大切に思いゲームに取り組んでいた。その思いを言葉に出して伝えること
で、自分と同じ気持ちの友達の存在に気付くことができた。－度は教師に助けをもとめて視
線を送ったが、Ｃ児やＯ児が自分の考えに同意して自分の考えを支えてくれたことで、もう
一度自分から声をかけることができた。
○何度も繰り返し伝えるとわかってくれる
この日、あきらめることなく何度もＨ児に「遅出しはダメ」と伝えている。これまでＨ児
とのかかわりを積み重ねてきたことで、少しずつお互いを知り合うことができた。その為、
ジャンケンをする相手にＨ児を選んだのであろう。また、自分の思いを戸惑ったり、遠慮し
たりすることなく伝えることができたと考える。あきらめず何度も伝えることでＨ児にも自
分の思いを伝えることができた。
（３）今後に向けて
他児とのかかわりをつなぐような活動を仕組み、Ａ児が自分の思いを伝えることができる
友達や活動の場を見つけていく。また、Ａ児が考えるよりも先に、まずは体を使って遊ぶこ
とができるようにかかわっていく。
事例５－１「先生、着せて下さい」 ２月１２日（火）
のびのび表現会を終えた連休明け、多くの幼児らは自分達の劇で使ったお気に入りの衣
装を身につけ楽しんでいた。Ｏ児、Ｙ児、Ｅ児、Ｒ児らは教師に「着せて」「やって」「結んで」
などと、花子さんの衣装を身に付けて喜んでいた。（花子さんとは表現会で行った劇『ききみ
みずきん』の登場人物である）
－３１－
Ｇ児らは、ままごとコーナーで花子の衣装を身につけて楽しんでいた。Ａ児もままごと．
一ナーで一緒に過ごしていたが、衣装は身につけ
ていなかった。友達の様子をじっと伺いながら、何
度か花子さんの衣装を手に取ったが、すぐにかたづ
けかごに戻していた。そこで教師から声をかけた。
｢Ａ児ちゃんも着る？」
｢・・・・」（困った表情で教師の顔を見る）
教師
Ａ児
その姿に気づいたＥ児が「Ａ児ちゃんもきたら？」と誘ったが、相変わらず衣装を身に付
けないまま遊びに加わっていた。花子さんの衣装を身につけたＧ児らは、帯にずきん（きき
みみずきんで使った小道具）をはさみ「使わない時な、ここ（帯に）はさんでおくの」と同
じスタイルになって、プレイルームなどに出向いて行った。衣装を身につけていなかったＡ
児は保育室に置き去りにされてしまった。すると、Ａ児があわてて教師の所に花子さんの衣
装を持ってやってきた。
｢先生、着せて下さい」（小さな声で言った）
｢いいよ。花子さん達行っちゃったから、いそがないとね」
｢うん」（笑顔で頷いた）
｢はい、できたよ」
｢(小さな声で）ありがとう」
Ａ児
教師
Ａ児
教師
Ａ児
そう言うとすぐに、ずきんを帯にはさみ、友達と同じスタイルに変身した。その後、Ａ児
は花子さんの仲間と共に、園内の様々な場に出かけていった。劇のストーリーを真似て「動
物がしゃべっている。聞いてみよう」と友達と同じ台詞を言ったり、実際にずきんをかぶっ
て、友達と同じスタイルになったり、友達と一緒に同じ動きをしながら、何度も繰り返して
は楽しんだ。
＊この日、学年みんなでのびのび表現会に行った劇の再現遊びをした。幼児は「ききみみず
きん」「かぐや姫」に出てくる登場人物から、自分のやってみたい役を選んで衣装を身につ
けた。新しいメンバーで劇を再現して楽しんだ。Ａ児は遊びの時に花子になったメンバー
らと一緒にききみみずきんの花子役になった。はりきってその場に参加し、花子の台詞を
話していた。
－３２－
事例５－２「うん、おもしろいもん」 ２月１４日（木）
Ａ児は昨日、風邪の為に欠席していた。本日は、朝の身支度が終わると自分から花子の衣
装を手に取り、教師の所に「(帯を）結んで」とやってきた。
教師「今日も、花子さんになるんだね」
Ａ児「うん、おもしろいもん」
教師「よかった。先生、嬉しいわ」
Ａ児「・・・・（しばらく黙った後）これ（衣裳)、先生がつくったんでしよ」
教師「そうよ。一生懸命、考えてつくったの。かわいいでしよ？」
Ａ児「(ニコッとほほえんで）うん」
と、言葉を交わしながら帯を結んだ。できあズ
レイルームに出かけていった。
しかしＡ児はプレイルームの入り口で足を止
めた。プレイルームの中は一昨日の遊びの様子
とは異なり、巧技台やビームを組み合わせた迷
路や大型積み木を組み合わせた家が空間のほと
んどをしめていた。花子さんになって一緒に楽
しんだ友達の姿を見つけることができなかった。
Ａ児はしばらくプレイルームの入り口付近で様
子を伺っていた。しばらくして、花子さんの衣
装を身につけたＲ児の側に近づき、Ｒ児のつく
っていた迷路づくりを手伝い始めた。
できあがると、 Ａ児は「ありがとう」と言って、プ
｢先生、これ（跳び箱）やってみたい」
｢跳び箱か・・・どこでしょうかな？」
Ｒ児
教師
Ｒ児とＡ児は近づき、なにやら話をしていた。そして、
Ａ児「先生、カーペット（マットのこと）どこにあるの？」
と、少し離れた所にいた教師に大きな声で尋ねた。教師は、Ａ児がマットを探しているこ
とが見てとれたので「(マットを指さし）マットなら、ここにあるよ」と離れた場所から声を
かけた。Ａ児は、カーペットといってしまった気恥ずかしさから、照れた表`情を浮かべ教師
－３３－
を見たが、すぐに見つけたという表情になりマットのそばに行った。一人で運ぼうとするが
運べない。
Ａ児「Ｒ児ちゃん。・・・.。もう。Ｒ児ちゃん、持って」
遠くにいるＲ児を大きな声で呼ぶが、なかなか気付いてもらえなかったので、Ｒ児のそば
に行き「Ｒ児ちゃん、マット、持ってよ」とＲ児の手を引きマットの所まできた。そして二
人でマットを運び、跳び箱の下に敷いた。
（１）Ａ児の自己表現のあり方
Ｏ自分の思いを実現する表現
事例５－１でＡ児は､友達と－緒な場で過ごしていたが友達と同じ思いをもって遊ぶことが
できずにいた。しかし－人でままごとコーナーに置き去りにされたことで､Ａ児はあわてて、
衣装を手にとって教師の所にきた。Ａ児は、友達と一緒に遊びたいという思いを改めて感じ
ることできた。また一緒に遊ぶ為には衣装を身につけることが必要だと感じ、自分から教師
の所に衣装を持ってきて、「先生、着せて下さい」と、自分から教師に思いを伝えることがで
きたと考える。
Ｏ遊びを主体的に楽しむ表現
事例５－１で友達と一緒に同じ花子さんの衣装を身につけ、友達と同じ言葉をかけ合い、同
じイメ字ジで遊ぶことができた。その経験がＡ児には楽しく、もう一度花子さんごっこをし
たいと思うことができた。事例５－２でＡ児の「うん、おもしろいもん」と教師に声をかけて
いることからも、友達と一緒に花子さんに変身して遊んだ楽しさが伝わってきた。しかし事
例５－２では、Ａ児がやりたいと思っていた遊びは行われていなかった。これまでのＡ児なら
黙って保育室に戻ってきたと思われる｡だが､同じ衣装を身に付けているＲ児の姿を見つけ、
Ｒ児と一緒に迷路づくりを始めた。Ａ児は、Ｒ児の「やってみたい」の言葉を受け、自分か
ら教師やＲ児に声をかけ始めた。迷路づくりを楽しむＡ児の思いを感じることができる。
○友達を誘う表現
Ａ児は同じ衣装を身につけ、同じ迷路づくりをするＲ児に仲間意識を感じていた。また、
Ａ児自身迷路づくりを楽しみ、自分なりに思いをもってつくりはじめていた。その為、自分
から、「Ｒ児ちゃん待って」とＲ児を誘ったり、Ｒ児の側に行って声をかけたりすることがで
きた。
－３４－
（２）Ａ児の社会的側面の学んだこと
Ｏ友達と同じ衣装を身につけて遊ぶ楽しさ
Ａ児は、衣装を身につけたり、自分から遊びに加わったりすることができずに、友達や教
師の様子を伺ったりしていることが多い幼児であった。しかし事例５－１でＡ児は、花子の衣
装を身につけて友達と同じスタイルになり、友達と一緒に同じ台詞を唱え、友達と一緒に同
じ行動を繰り返した。Ａ児は、友達と同じ衣装を身につけて遊ぶ楽しさを味わうことができ
た。
Ｏ自分の思いを実現していく嬉しさ
Ａ児は自分でやりたいと思ったことをやるために、教師に「着せて下さい」と声をかけて
衣装を着たり、「どこにある？」と尋ねて迷路づくりをしたりすることを楽しんでいた｡また、
Ｒ児と一緒に迷路づくりをする中で、Ｒ児の「やってみたい」という思いを受け入れ一緒に
取り組んだり、自分でやりたいことを見つけ楽しんだりした。
（３）今後に向けて
表現会の取り組みのように、みんなで同じイメージや目的をもって取り組み、同じ経験を
することは、幼児らの共通の話題となる。Ａ児にとっても同じ経験を積み重ねる中で、自分
から楽しむことができるようになった。Ａ児が考えるよりも先にやってみたくなる遊びや、
友達と楽しんでいることを探り、時にはクラスみんなで取り組んでいくことが大切だと感じ
た。
－３５－
～一年を振り返って～
事例を検証する中で、一人一人の自己表現のあり方が、「伝達」「コミュニケーション」「思
考」の３つに分けられるのではないかと考えた。Ａ児の自己表現のあり方から見えてきたキ
ーワードをその３つに分類して位置づけ、その図及び各事例より見えてきたことを考察する。
<Ａ児の自己表現の様相〉
コミュニケーション
遊びを主体的に楽しむ表現（事例５）
友達を誘う表現（事例５）
楽しさを共有する表現（事例３）
自分の思いを実現する表現（事例５）
不安や心配な気持ちの表現（事例４）
ルールを尊重する表現（事例４）
教師の評価を気にする表現（事例３）
最初の一言が出せない表現（事例２）
教師の言葉を真似て同じ言葉で話す表現（事例２）
自分の思いを言葉に出すことができない表現（事例１）
（事例２）
伝達 思考
○考察
１学期、Ａ児は教師や友達に自分から声をかけたり、かかわったりすることができずにい
た。楽しそうな雰囲気を感じると興味をもつが、自分から行動を起こすことがなく、黙って
周りの様子を伺っていることが多かった｡Ａ児は思いや気持ちを言葉で伝える経験が少なく、
どのように教師や友達に対して言葉をかけたらいいのか考え過ぎていることがわかった。そ
－３６－
こで、Ａ児が教師や友達と一緒に楽しむことができるものは何かを探っていくことが大切だ
と考え、Ａ児が興味をもっていると感じた時には教師から誘い、かかわってきた。Ａ児が考
えるよりも先にやってみたくなるような事柄は何かを探り、Ａ児の思いを引き出すことが大
切であることが見えてきた。
２学期になると、１つの遊びの中に自分の居場所を見つけ、教師や友達と一緒に楽しさを
共有する姿が見られるようになった。中でも、道具やルールが媒介となる遊びはＡ児にとっ
てわかりやすい遊びであり、何よりＡ児自身が楽しむことができる遊びであった。Ａ児のよ
うに教師の反応を探りながら言葉を発する幼児にとって、共通の目的がはっきりしているこ
とは、自信をもって教師や友達に自分の思いを言葉で伝えるきっかけとなった。
３学期になると、「表現会の練習」という友達と同じ経験を積み重ねていく中で、憧れの友
達ややってみたい遊びを自分で見つけることができた。さらに表現会後の再現遊びは、友達
と一緒に遊ぶ楽しさや気の合う友達と仲間意識を感じることができる遊びであった。Ａ児は
友達と一緒に遊ぶ楽しさを体で感じ、一つ一つ経験を積み重ねてきた。だからこそ、自分か
らお気に入りの衣装を身につけたり、同じスタイルの友達を自分から誘ったりしながら、主
体的に遊びを楽しむことができるようになってきた。
－３７－
